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（
質
問
の 

一
三
）

答

弁

第

一

三

号 

    

衆
議
院
議
員
竹
村
奈
良
一
君
提
出
十
津
川
、
吉
野
川
総
合
開
発
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
甲
第
七
四
号 

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
八
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



一 

十
津
川
、
吉
野
川
総
合
開
発
に
関
し
て
は
、
か
ね
て
よ
り
重
大
な
関
心
を
も
つ
て
調
査
研
究
を
進
め
て
来
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
効
果
の
著
し
く
大
な
る
に
か
ん
が
み
、
昭
和
二
十
三
年
度
よ
り
こ
れ
を
吉
野
熊
野
特
定
地
域
の
一
部
と
し
て
、

本
地
域
の
保
有
す
る
水
資
源
、
農
産
資
源
、
林
産
資
源
そ
の
他
豊
富
な
潜
在
資
源
の
開
発
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
公
共
事
業

を
最
も
合
理
的
、
効
果
的
に
使
用
す
る
計
画
を
樹
立
す
べ
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。 

就
中
、
十
津
川
上
流
部
水
量
を
吉
野
川
に
分
水
す
る
計
画
及
び
吉
野
川
筋
貯
水
池
計
画
は
、
本
総
合
計
画
当
面
の
中
心

課
題
と
し
て
多
年
の
懸
案
で
あ
る
大
和
平
野
、
紀
伊
平
野
か
ん
が
い
用
水
の
補
給
、
五
條
高
田
地
区
そ
の
他
の
水
道
用 

水
、
工
業
用
水
供
給
等
多
く
の
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
を
総
合
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
二
十
五

年
度
よ
り
実
施
す
べ
く
事
業
費
を
確
保
す
る
よ
う
努
力
中
で
あ
り
あ
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
利
水
計
画
に
は
流
筏
と
の
利
害
関
係
も
あ
つ
て
、
こ
れ
を
陸
送
に
転
換
す
る
等
、
更
に
一
段
高
い
立
場
の

総
合
計
画
も
緊
要
で
あ
つ
て
、
目
下
道
路
、
治
山
治
水
、
林
道
等
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
も
本
年
度
に
引
続
き
特
定
地
域 

衆
議
院
議
員
竹
村
奈
良
一
君
提
出
十
津
川
、
吉
野
川
総
合
開
発
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

、 
、 
、 
、 

三 

 



 

四 

総
合
開
発
事
業
と
し
て
調
整
中
で
あ
り
ま
す
。 

一 

右
の
事
業
費
は
公
共
事
業
費
の
一
部
で
あ
り
、
公
共
事
業
費
に
つ
い
て
は
目
下
政
府
と
総
司
令
部
に
て
折
衝
中
で
あ
る

の
で
、
こ
れ
が
決
定
を
見
次
第
昭
和
二
十
五
年
度
着
手
の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

一 

実
施
可
能
の
予
算
が
成
立
す
れ
ば
昭
和
二
十
五
年
度
よ
り
着
手
し
ま
す
。 

右
答
弁
す
る
。 
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